
1 

給水装置設計施工指針 新旧対照表 

新 旧 

（指定給水装置工事事業者） （指定給水装置工事事業者） 

第２章 

５ 越谷･松伏水道企業団指定給水装置工事事業者規程 

  指定工事業者に関する全般項目については、越谷･松伏水道企業団指定給水装

置工事事業者規程（以下、「事業者規程」という。）（参考資料参照）によ

る。 

なお、事業者規程第12条第4項において、当該2以上の事業所の主任技術者と

なってもその職務を行うに当たって支障がないことを確認した書類を提出する

こと。（参考様式参照）

第２章 

５ 越谷･松伏水道企業団指定給水装置工事事業者規程 

  指定工事業者に関する全般項目については、越谷･松伏水道企業団指定給水装

置工事事業者規程（参考資料参照）による。 

（給水装置の調査・計画・設計） （給水装置の調査・計画・設計）

第４章 

６ 給水装置工事計画時の注意事項及び指定材料の使用基準 

略 

 (2) 略 

  (ｸ) 他の埋設管及び構造物等に近接する場合、給水管の管種にかかわらず、

端部からの間隔（有効寸法）を30㎝以上確保すること。ただし、埋設状況

及び土被りの影響により、30㎝以上の離隔を確保できない場合は、次のと

おり防護措置を行うこと。 

   (A) 略 

(B) 高密度ポリエチレン管を鋼管によって防護する場合、防護管端部と配

管が接触する部分に、損傷防止のための措置を講ずること。 

   (C) 略

第４章 

６ 給水装置工事計画時の注意事項及び指定材料の使用基準 

略 

 (2) 略 

  (ｸ) 他の埋設管及び構造物等に近接する場合、給水管の管種にかかわらず、

原則として端部からの間隔（有効寸法）を原則として30㎝以上確保するこ

と。ただし、埋設状況及び土被りの影響により、30㎝以上の離隔を確保で

きない場合は、次のとおり防護措置を行うこと。 

   (A) 略 

(B) 略 
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新 旧 

９ 用途別分岐口径及びメーター口径等 

表4-2…用途別分岐口径及びメーター口径（専用住宅及び併用住宅等）

９ 用途別分岐口径及びメーター口径等 

表4-2…用途別分岐口径及びメーター口径（専用住宅及び併用住宅等）

（直結増圧式給水） （直結増圧式給水） 

第６章 

８ メーターの設置 

略 

(1) 増圧式による共同住宅のメーター設置は、原則として親メーターを設置せ

ずPS内に設置する。 

第６章 

８ メーターの設置 

略 

(1) 増圧式による共同住宅のメーター設置は、原則として親メーターを設置せ

ず各戸ごとに設置する。 

（貯水槽式給水） （貯水槽式給水） 

第７章 

５ 貯水槽の基準 

略 

(5) 不等沈下対策として、ステンレス製フレキシブルジョイント（Φ25-400

㎜･Φ40以上-700㎜以上）を設置すること。ただし、敷地内配管に高密度ポ
リエチレン管又は配水用ポリエチレン管等の耐震管を使用する場合は、この

第７章 

５ 貯水槽の基準 

略 

(5) 不等沈下対策として、フレキシブルジョイント（Φ25-400㎜･Φ40以上-
700㎜以上）を設置すること。ただし、敷地内配管に高密度ポリエチレン管

又は配水用ポリエチレン管等の耐震管を使用する場合は、この限りでない。 

表4-3 

表4-3 

表4-3 , 他※3 

表4-3 表4-3 , 他※3 

表4-3 , 他※3 
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民地側 道路側

50m m 以上

側溝内面から20m m 程度張り出るように設置する。

表示鋲

排水管

民地側 道路側

50m m 以上

側溝内面から20m m 程度張り出るように設置する。

表示鋲

排水管

新 旧 

限りでない。 

（給水装置先行取出） （給水装置先行取出） 

第８章 

７ 給水装置の構造及び配管形態 

(10) 排水管は道路側溝の側面の蓋の掛りより、有効5cm 下げた位置に設置 

すること。 

(1 1 ) 排水管の管末は側溝内面から2cm 張り出すこと。 

〇排水管設置標準図 

断面図 S=1:FREE 

第８章 

７ 給水装置の構造及び配管形態 

(10) 排水管は道路側溝の側面の蓋の掛りより、有効5cm 以上下げた位置に設置 

すること。 

(11) 排水管の管末は側溝内面から2cm 程度張り出すこと。 

〇排水管設置標準図

断面図 S=1:FREE 

50mm 以上 

側溝内面から20mm 程度張り出るように設置する。

50mm 

側溝内面から20mm 張り出るように設置する。
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No.

⑴ ①

⑵ ②

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑸ ⑨

⑹ ⑩

⑯

⑰

⑱

「冷却完了時間」「インジケーターの隆起」が確認できるよう撮影する。

㉑

⑽ 配 管 状 況

⑲  スタッフによる埋設深さ状況
 黒板（図9-12）に「配管状況」と記入し、配水管及び給水管の埋設状況並びに

 ポリスリーブ取付状況を撮影する。

 ポリスリーブの取付完了後  分岐部から第一止水栓が確認できるように撮影する。

 黒板（図9-12）に「融着状況」と記入し、撮影する。

「挿し口標線及び融着面の波形線マーキング状況」「融着面の切削 (ｽｸﾚｰﾌﾟ)完了後」

「融着面の清掃(挿口/受口)状況」「クランプの固定」

 融 着 状 況
 (EFサドル1箇所及び給水管路(配水管
  分岐部から第1止水栓まで)の間にて1箇所)

⑳

⑻ 穿 孔 状 況 ⑮  穿孔機の取付状況
 黒板（図9-12）に「穿孔状況」と記入し、穿孔機が見えるように撮影する。

 配水管がGX管の場合は、内面粉体用の刃を確認できるよう撮影する。

⑼ コア挿入状況

 挿入機へのコア装着状況  黒板（図9-12）に「コア挿入状況」と記入し、撮影する。

 挿 入 状 況  黒板（図9-12）に「コア挿入状況」と記入し、撮影する。

 コア挿入後状況  黒板（図9-12）に「コア挿入状況」と記入し、撮影する。

⑺
水圧試験

（給水管分岐部）

 黒板（図9-12）に下記の事項を記入し、時計と分岐部を含んで撮影する。

「水圧試験」「0.74Mpa」「時間」「配水管、給水管の口径及び管種」

⑫
 水圧試験終了後（0.74Mpaにて5分間）※1  黒板（図9-12）に下記の事項を記入し、時計と分岐部を含んで撮影する。

⑭
 水圧試験終了後（0.5Mpaにて5分間）  黒板（図9-12）に下記の事項を記入し、時計と分岐箇所を含んで撮影する。

 ※配水管がAC又はAS管の場合 「水圧試験」「0.5Mpa」「時間」「配水管、給水管の口径及び管種」

⑪

 ※HPPEの場合は、①0.74Mpaにて5分間②0.74Mpaまで再加圧③0.74Mpaにて5分間

 水圧試験開始前（0.74Mpaにて5分間）※1

 ※HPPEの場合は、0.6Mpa以上あること。 「水圧試験」「0.74Mpa」「時間」「配水管、給水管の口径及び管種」

⑬
 水圧試験開始前（0.5Mpaにて5分間）  黒板（図9-12）に下記の事項を記入し、時計と分岐箇所を含んで撮影する。

 ※配水管がAC又はAS管の場合 「水圧試験」「0.5Mpa」「時間」「配水管、給水管の口径及び管種」

保 安 要 員

 工事看板設置状況  黒板（図9-12）に「保安要員」と記入し、看板や誘導員を撮影する。

 交通誘導員配置状況  黒板（図9-12）に「保安要員」と記入し、看板や誘導員を撮影する。

完 了 後  仮復旧完了状況  黒板（図9-12）に「完了後」と記入し、撮影する。

⑶ 材 料 確 認

③
 分 岐 材 料  黒板（図9-12）に「材料確認」と記入し、撮影する。

 (分岐口径確認)  分岐口径が確認できるように側面又は蓋等を撮影する。

 作業現場と歩行者との分離状況  黒板（図9-12）に「保安要員」と記入し、看板や誘導員を撮影する。

 ポリスリーブ  黒板（図9-12）に「材料確認」と記入し、撮影する。

 年号テープ  黒板（図9-12）に「材料確認」と記入し、年号が確認できるように撮影する。

項 目 撮 影 箇 所 撮影方法等

着 工 前  作業箇所の施工前状況  黒板（図9-12）に「着工前」と記入し、撮影する。

カッター工  カッター施工状況  黒板（図9-12）に「カッター工」と記入し、撮影する。

分岐材料取付状況  サドル付分水栓又は割T字管取付後の状況  黒板（図9-12）に「分岐材料取付状況」と記入し、撮影する。

⑷

新 旧 

（工事施工） （工事施工） 

第９章 

10 工事写真 

  略 

表9-2…給水管分岐工事写真撮影箇所①

第９章 

10 工事写真 

  略 

表9-2…給水管分岐工事写真撮影箇所①
No.

⑴ ①

⑵ ②

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑸ ⑨

⑹ ⑩

⑯

⑰

⑱

「冷却完了時間」「インジケーターの隆起」が確認できるよう撮影する。

㉑

⑷

カッター工  カッター施工状況  黒板（図9-12）に「カッター工」と記入し、撮影する。

分岐材料取付状況  サドル付分水栓又は割T字管取付後の状況  黒板（図9-12）に「分岐材料取付状況」と記入し、撮影する。

保 安 要 員

 工事看板設置状況  黒板（図9-12）に「保安要員」と記入し、看板や誘導員を撮影する。

 交通誘導員配置状況  黒板（図9-12）に「保安要員」と記入し、看板や誘導員を撮影する。

 作業現場と歩行者との分離状況  黒板（図9-12）に「保安要員」と記入し、看板や誘導員を撮影する。

「水圧試験」「0.74Mpa」「時間」「配水管、給水管の口径及び管種」

⑬

項 目 撮 影 箇 所 撮影方法等

着 工 前  作業箇所の施工前状況  黒板（図9-12）に「着工前」と記入し、撮影する。

完 了 後  仮復旧完了状況  黒板（図9-12）に「完了後」と記入し、撮影する。

⑶ 材 料 確 認

③
 分 岐 材 料  黒板（図9-12）に「材料確認」と記入し、撮影する。

 (分岐口径確認)  分岐口径が確認できるように側面又は蓋等を撮影する。

 ポリスリーブ  黒板（図9-12）に「材料確認」と記入し、撮影する。

 年号テープ  黒板（図9-12）に「材料確認」と記入し、年号が確認できるように撮影する。

⑺
水圧試験

（給水管分岐部）

 黒板（図9-12）に下記の事項を記入し、時計と分岐部を含んで撮影する。

「水圧試験」「0.74Mpa」「時間」「配水管、給水管の口径及び管種」

⑫
 水圧試験終了後（0.74Mpaにて5分間）※1  黒板（図9-12）に下記の事項を記入し、時計と分岐部を含んで撮影する。

⑭
 水圧試験終了後（0.5Mpaにて5分間）  黒板（図9-12）に下記の事項を記入し、時計と分岐箇所を含んで撮影する。

 ※配水管がAC又はAS管の場合 「水圧試験」「0.5Mpa」「時間」「配水管、給水管の口径及び管種」

⑪

 ※HPPEの場合は、①0.74Mpaにて5分間②0.74Mpaまで再加圧③0.74Mpaにて5分間

 水圧試験開始前（0.74Mpaにて5分間）※1

 ※HPPEの場合は、0.6Mpa以上あること。

コア挿入状況

 挿入機へのコア装着状況  黒板（図9-12）に「コア挿入状況」と記入し、撮影する。

 挿 入 状 況  黒板（図9-12）に「コア挿入状況」と記入し、撮影する。

 コア挿入後状況  黒板（図9-12）に「コア挿入状況」と記入し、撮影する。

 水圧試験開始前（0.5Mpaにて5分間）  黒板（図9-12）に下記の事項を記入し、時計と分岐箇所を含んで撮影する。

 ※配水管がAC又はAS管の場合 「水圧試験」「0.5Mpa」「時間」「配水管、給水管の口径及び管種」

⑽ 配 管 状 況

⑻ 穿 孔 状 況 ⑮

給水管と構造物、他の埋設管との離隔を30cm以上確保している状況を撮影する。

又は、給水管に防護措置を講じた状況を撮影する。
㉒  スタッフによる離隔状況

⑲  スタッフによる埋設深さ状況
 黒板（図9-12）に「配管状況」と記入し、配水管及び給水管の埋設状況並びに

 ポリスリーブ取付状況を撮影する。

 ポリスリーブの取付完了後  分岐部から第一止水栓が確認できるように撮影する。

 黒板（図9-12）に「融着状況」と記入し、撮影する。

「挿し口標線及び融着面の波形線マーキング状況」「融着面の切削 (ｽｸﾚｰﾌﾟ)完了後」

「融着面の清掃(挿口/受口)状況」「クランプの固定」

 融 着 状 況
 (EFサドル1箇所及び給水管路(配水管
  分岐部から第1止水栓まで)の間にて1箇所)

⑳

 穿孔機の取付状況
 黒板（図9-12）に「穿孔状況」と記入し、穿孔機が見えるように撮影する。

 配水管がGX管の場合は、内面粉体用の刃を確認できるよう撮影する。

⑼
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新 旧 

表9-3…給水管分岐工事写真撮影箇所②

    ※1 給水装置先行取出工事の場合は、別に定めるところによる。 

※2 一層あたりの仕上げ厚については道路管理者の指示による。 

表9-3…給水管分岐工事写真撮影箇所②

※1 給水装置先行取出工事の場合は、別に定めるところによる。 

※2 一層あたりの仕上げ厚については道路管理者の指示による。 

㉕

㉖

㉗

㉘

㉙

㉚

⒀ ㉛

㉜

㉝

㉞

⒂ ㉟

⑾
水圧試験

（第一止水栓等）

㉓  水圧試験開始前（0.74Mpaにて5分間）※1

シールコート工  施 工 状 況  黒板（図9-12）に「シールコート工」と記入し、撮影する。

⒃ 仮復旧表示 ㊱  Wマーク、施工年月、指定店番号
（黄色スプレーで道路標示）

乳 剤 散 布  乳剤散布後状況

⒁ 舗 装 工

 転圧状況前  黒板（図9-12）に「舗装工」と記入し、撮影する。

 転圧状況中  黒板（図9-12）に「舗装工」と記入し、撮影する。

 転圧状況後  黒板（図9-12）に「舗装工」と記入し、撮影する。

⑿ 埋 戻 工

 埋 砂　　1層目  黒板（図9-12）に「埋戻工」と記入し、撮影する。※2

 埋 砂　　2層目  黒板（図9-12）に「埋戻工」と記入し、撮影する。※2

 埋 砂　　3層目 H＝450　表示シート  黒板（図9-12）に「埋戻工」と記入し、撮影する。※2

 40～0 1層目  黒板（図9-12）に「埋戻工」と記入し、撮影する。※2

 40～0 2層目  黒板（図9-12）に「埋戻工」と記入し、撮影する。※2

 30～0  黒板（図9-12）に「埋戻工」と記入し、撮影する。※2

 黒板（図9-12）に下記の事項を記入し、時計と分岐部を含んで撮影する。

「水圧試験」「0.74Mpa」「継続時間」「配水管、給水管の口径及び管種」

 ※HPPEの場合は、①0.74Mpaにて5分間②0.74Mpaまで再加圧③0.74Mpaにて5分間

㉔
 水圧試終了後（0.74Mpaにて5分間）※1  黒板（図9-12）に下記の事項を記入し、時計と分岐部を含んで撮影する。

 ※HPPEの場合は、0.6Mpa以上あること。 「水圧試験」「0.74Mpa」「継続時間」「配水管、給水管の口径及び管種」

㉔

㉕

㉖

㉗

㉘

㉙

⒀ ㉚

㉛

㉜

㉝

⒂ ㉞

 40～0 1層目  黒板（図9-12）に「埋戻工」と記入し、撮影する。※2

 40～0 2層目  黒板（図9-12）に「埋戻工」と記入し、撮影する。※2

 30～0  黒板（図9-12）に「埋戻工」と記入し、撮影する。※2

「水圧試験」「0.74Mpa」「継続時間」「配水管、給水管の口径及び管種」

乳 剤 散 布  乳剤散布後状況

⑿ 埋 戻 工

 埋 砂　　1層目  黒板（図9-12）に「埋戻工」と記入し、撮影する。※2

 埋 砂　　2層目  黒板（図9-12）に「埋戻工」と記入し、撮影する。※2

 埋 砂　　3層目 H＝450　表示シート  黒板（図9-12）に「埋戻工」と記入し、撮影する。※2

⑾
水圧試験

（第一止水栓等）

 黒板（図9-12）に下記の事項を記入し、時計と分岐部を含んで撮影する。

「水圧試験」「0.74Mpa」「継続時間」「配水管、給水管の口径及び管種」

㉓
 黒板（図9-12）に下記の事項を記入し、時計と分岐部を含んで撮影する。

 ※HPPEの場合は、0.6Mpa以上あること。

 水圧試終了後（0.74Mpaにて5分間）※1

 ※HPPEの場合は、①0.74Mpaにて5分間②0.74Mpaまで再加圧③0.74Mpaにて5分間

㉒  水圧試験開始前（0.74Mpaにて5分間）※1

 転圧状況前  黒板（図9-12）に「舗装工」と記入し、撮影する。

 転圧状況中舗 装 工

⒃ 仮復旧表示

⒁

 Wマーク、施工年月日、業者番号
（黄色スプレーで道路標示）

 黒板（図9-12）に「舗装工」と記入し、撮影する。

 転圧状況後  黒板（図9-12）に「舗装工」と記入し、撮影する。

シールコート工  施 工 状 況  黒板（図9-12）に「シールコート工」と記入し、撮影する。

㉟
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（様式集） （様式集） 

16章 16章 

（指針第23号様式） （指針第23号様式） 
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（参考様式）  


